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bioMérieux 
 
 

chromID CPS chromID CPS chromID CPS chromID CPS NewNewNewNew    (CPS) (CPS) (CPS) (CPS)                     
chromID CPS Agar (CPS)chromID CPS Agar (CPS)chromID CPS Agar (CPS)chromID CPS Agar (CPS)    
Escherichia coli, Enterococcus 属, KESC, Proteeae の直接鑑別と尿検体中の菌数定量 

    
用途用途用途用途    
chromID CPS New は尿検体用の分離、鑑別培地です。 
この培地の用途は：    
• 標準的接種法標準的接種法標準的接種法標準的接種法によるによるによるによる検体中菌数測定検体中菌数測定検体中菌数測定検体中菌数測定    
• 下記下記下記下記のののの細菌細菌細菌細菌のののの鑑別鑑別鑑別鑑別    

- Escherichia coli 
- Enterococcus 属 
-Klebsiell 属, Enterobacter 属, Serratia 属,  
 Citrobacter 属 (KESC) 
-Proteus 属, Providencia 属, Morganella 属 (Proteeae) 
(1, 2, 9, 10)。 

 
原理原理原理原理    
chromID CPS New は異なる種類のペプトンを組み合わせ

た豊富な栄養ベースと特異的酵素の検出が可能な 3 種類

の色素基質から構成されています。 
培地中に含まれるトリプトファンによりインドールの検出が

促進されます。 
高い寒天濃度により Proteus 属の遊走を抑制します。 
尿路感染症より一般的に分離される細菌の直接鑑別は下

記の原理をもとに行われます： 
 

• E.coli ：β-グルクロニダーゼ(β-GUR)および/もしくはβ-
ガラクトシダーゼ（β-GAL）産生によりコロニーがピンク色

から赤ワイン色に発色(3, 4, 9, 10)。 
• Enterococcus 属 ：β-グルコシダーゼ(β-GLU)産生によ

りコロニーが青緑色に発色(5)。 
• KESC ：β-グルコシダーゼ(β-GLU)産生によりコロニー

が青色がかった緑色から青色がかった灰色に発色。 
• Proteeae ：デアミナーゼの産生によりコロニーが茶色に発

色。 
 

キットキットキットキット構成構成構成構成    
 

調整済調整済調整済調整済みみみみ培地培地培地培地    

REF43 821  平板培地平板培地平板培地平板培地                10 枚(90mm) × 2 パック 

REF43 829  平板培地平板培地平板培地平板培地                10 枚(90mm) ×10 パック 
          CPS＊＊＊＊ 

＊各シャーレに印字 
 

組成組成組成組成 
精製水中精製水中精製水中精製水中のののの組成組成組成組成(g/l)(g/l)(g/l)(g/l)    
理論値理論値理論値理論値    
性能性能性能性能をををを確保確保確保確保するためするためするためするため、、、、若干変更若干変更若干変更若干変更されるされるされるされる場合場合場合場合がありますがありますがありますがあります：：：： 
カゼインペプトン（ウシ） .............................................5 g 
ソイペプトン .............................................................5 g 
ミートペプトン（ウシもしくはブタ） .................................8 g 
炭水化物.................................................................1 g 
L-トリプトファン.........................................................0.9 g 
リン酸バッファー.......................................................1 g 
発色基質ミクスチャー ...............................................1.4 g 
栄養物質ミクスチャー..............................................2.9 g 
寒天 .......................................................................18 g 
精製水 ...................................................................1 L 

pH7.4 
    

    
    

    
必要必要必要必要なななな試薬試薬試薬試薬とととと器材器材器材器材    
試薬試薬試薬試薬：：：： 
• インドール・TDA 試薬(品番 56 541) 
• JAMES 試薬(品番 70 542) 
• オキシダーゼ試薬（品番 55 635） 
    
器材器材器材器材：：：： 
• 10 µL 白金耳 
• ふ卵器 
• ろ紙 

    
使用上使用上使用上使用上のののの注意注意注意注意    
• in vitroin vitroin vitroin vitro    試験試験試験試験のみにおいてのみにおいてのみにおいてのみにおいて使用使用使用使用してしてしてして下下下下さいさいさいさい。。。。    
• 熟練者熟練者熟練者熟練者がががが使用使用使用使用してしてしてして下下下下さいさいさいさい。。。。 
• 本培地は動物由来の原料を含みます。由来に関する知識、

由来動物の衛生状態は感染性のある病原体がいないこと

を保証するものではありません。これらは潜在的に感染の

可能性があるものとして、十分注意の上お取り扱い下さい

（摂取または吸入しないで下さい）。 
全ての検体、微生物培地、そして検体を接種した製品は伝

染性であるものとして適切にお取り扱い下さい。試験に用い

る細菌グループの無菌操作と通常操作の留意事項は以下

のガイドラインに基づきお取り扱い下さい。安全安全安全安全ガイドライガイドライガイドライガイドライ

ンンンン：CLSI M-29A, Protection of Laboratory Workers 
from Occupationally Acquired Infections; Approved 
Guideline – Current Revision 操 作 留 意 事 項操 作 留 意 事 項操 作 留 意 事 項操 作 留 意 事 項 ：

Biosafety in Microbiological and Biomedical 
Laboratories－CDC/NIH－Latest edition、または各国

の規制ガイドラインに従って下さい。 
• 本培地を製造原料として使用しないで下さい。 
• 有効期限切れの製品は使用しないで下さい。 
• パッケージの損傷した製品は使用しないで下さい。 
• コンタミネーションの起きている培地または水分の浸出して

いる培地は使用しないで下さい。 
• 1 枚の培地に対して 1 検体のみを使用して下さい。 
• 性能試験は、この添付文書に従った使用方法にて得られた

結果を示しています。操作方法を変更すると結果に影響を

及ぼすことがあります。 
• 色調変化の観察が難しくなる可能性があるため、培地上の

コロニーで直接インドール試験を行うことは避けて下さい。 

    
貯蔵条件貯蔵条件貯蔵条件貯蔵条件    
• 暗所暗所暗所暗所でででで保存保存保存保存してしてしてして下下下下さいさいさいさい。。。。 
• 有効期限有効期限有効期限有効期限までまでまでまで、、、、2222----8888℃℃℃℃下下下下でででで外箱外箱外箱外箱にににに入入入入れてれてれてれて保存保存保存保存してしてしてして下下下下さいさいさいさい。。。。 
• 外箱から出してセロファン袋で保存する場合には、暗所、

2-8℃下で 2 週間まで保管可能です。 
 
検体検体検体検体    
この培地に尿検体を直接接種します。 
検体の採取や輸送は GLP(Good Laboratory Practices)に
準拠し、適切に処理して下さい。 

 

使用法使用法使用法使用法    
1. 培地培地培地培地をををを室温室温室温室温にににに戻戻戻戻しますしますしますします。。。。 
2. 必要に応じて培地表面を 37℃のふ卵器で乾かします。 
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3. 菌液接種    

－マニュアル法の場合： 
10 µL 白金耳を使用して検体を下記のように接種します：    

 
・ 垂直に白金耳を持ち検体に浸し、培地の半径に下ろしま

す(a)（検体が正しく採取されたことを確認します）。 

・ 新たに検体を加えずに水平に培地全体に広げます(b)。 

       
－PREVI Isola 使用の場合： 
PREVI Isola ユーザーマニュアルに従い塗布して下さい。 
 
4. フタを下側にして好気状態で 37℃でふ卵器で培養します。

用途に応じて、最新の標準法を参照し適切な温度で培養し

て下さい。通常 18-24 時間培養後に結果の読み取りを行い

ます。 

 
判定判定判定判定    
培養後、微生物の発育を観察します。 

    

菌数測定菌数測定菌数測定菌数測定：：：：    

マニュアルで塗布した場合は図[A]、PREVI Isola （15）を用

いて塗布した場合は図[B]をそれぞれ参照し、発育しているコ

ロニーの密集具合により菌数を求めます。 

 
 

 
 
菌数測定の結果は白血球数、臨床症状、疫学的背景を含む

他の試験を考慮し解釈して下さい（6, 11, 12）。 

    

鑑別鑑別鑑別鑑別：：：：    
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E. coli ＋ － － －  

Enterococcus属 － ＋ － －  

KESC グループ － － ＋ －  

ｲﾝﾄﾞｰﾙ産生 

Providencia属 

Morganella属 

－ － － ＋ ＋ 

P. mirabilis － － － ＋ － 

 

 
1.1.1.1.    インドールインドールインドールインドール試験試験試験試験をををを実施実施実施実施せずにせずにせずにせずにE. coliE. coliE. coliE. coliのののの直接鑑別直接鑑別直接鑑別直接鑑別    

・・・・ピンクピンクピンクピンク色色色色からからからから赤赤赤赤ワインワインワインワイン色色色色ののののコロニーコロニーコロニーコロニーあるいはあるいはあるいはあるいは中心部中心部中心部中心部ががががピンクピンクピンクピンク

色色色色からからからから赤赤赤赤ワインワインワインワイン色色色色のののの半透明半透明半透明半透明ののののコロニーコロニーコロニーコロニー：：：：    E. coliE. coliE. coliE. coli    
    

2.2.2.2.    グループグループグループグループあるいはあるいはあるいはあるいは種種種種レベルレベルレベルレベルのののの鑑別鑑別鑑別鑑別    
・・・・青緑色青緑色青緑色青緑色ののののコロニーコロニーコロニーコロニーででででグラムグラムグラムグラム陽性球菌陽性球菌陽性球菌陽性球菌：：：：EnterococcusEnterococcusEnterococcusEnterococcus 属属属属    
青緑色のコロニーあるいはグラム陽性球菌のどちらか一方のみ所見

を示した場合は追加試験などを実施し、同定して下さい。 

    

・・・・青色青色青色青色がかったがかったがかったがかった緑色緑色緑色緑色～～～～青色青色青色青色がかったがかったがかったがかった灰色灰色灰色灰色コロニーコロニーコロニーコロニーおよびおよびおよびおよびグラグラグラグラ

ムムムム陰性桿菌陰性桿菌陰性桿菌陰性桿菌：：：：KESCKESCKESCKESC グループグループグループグループ    

分離された菌の詳細な同定には生化学的試験を行って下さ

い。    

    
・・・・茶色茶色茶色茶色ののののハローハローハローハローをををを伴伴伴伴ううううベージュベージュベージュベージュ色色色色コロニーコロニーコロニーコロニーあるいはあるいはあるいはあるいは茶色茶色茶色茶色コロニコロニコロニコロニ

ーーーー：：：：    

インドール・TDA試薬またはJAMES試薬にてインドール試験

を実施して下さい：    
インドール・TDA試薬のR１試薬またはJAMES試薬をろ紙に

滴下し、その上にコロニーを擦り付けます。数秒後、色の変化

を観察します。 

    
JAMES試

薬 

ｲﾝﾄﾞｰﾙ・

TDA試薬 

判定 同定 

ピンク色～

赤色 

青色 インドール

(＋) 

インドール産生

ProteusProteusProteusProteus属属属属, 
ProvidenciaProvidenciaProvidenciaProvidencia属属属属,ま
たはMorganellaMorganellaMorganellaMorganella
属属属属 

ピンク色～

赤色を示さ

ない場合 

青色を示さ

ない場合 

インドール

（－） 

ProteusProteusProteusProteus    
mirabilismirabilismirabilismirabilis    
オキシダーゼ試験

陰性であることを

確認して下さい。 

    

3. 3. 3. 3. 推測同定推測同定推測同定推測同定    

・・・・ 不 透 明不 透 明不 透 明不 透 明 なななな 明明明明 る いる いる いる い ピ ン クピ ン クピ ン クピ ン ク 色色色色 コ ロ ニ ーコ ロ ニ ーコ ロ ニ ーコ ロ ニ ー ：：：： Staphylococcus 
saprophyticusが推測されます。分離菌の同定には追加試験

を行って下さい。    

    
・・・・青色青色青色青色がかったがかったがかったがかった紫色紫色紫色紫色コロニーコロニーコロニーコロニー～～～～紫色紫色紫色紫色コロニーコロニーコロニーコロニー：：：：Streptococcus 
agalactiaeが推測されます。分離菌の同定には追加試験を行

って下さい。    

    
4. 4. 4. 4. そのそのそのその他他他他ののののコロニーコロニーコロニーコロニー    

分離菌を同定するには追加試験を行って下さい。 

    
品質管理品質管理品質管理品質管理    

プロトコールプロトコールプロトコールプロトコール：：：：    
本培地は、下記の標準菌株を用いて試験を行います。 
• Escherichia coli  ATCC 25922 
• Enterococcus faecalis ATCC 29212 
• Proteus mirabilis  ATCC 12453 
精度管理限界値精度管理限界値精度管理限界値精度管理限界値：：：：    

菌  種 33-37℃での試験結果 

Escherichia coli 
ATCC 25922 

ﾋﾟﾝｸ色から赤ﾜｲﾝ色 
 

Enterococcus 
faecalis 

ATCC 29212 

青緑色 
 

Proteus mirabilis 
ATCC 12453 

24 時間以内

に発育 

茶色ハローを伴うインドール陰

性のベージュ色 

 

 (a)       (b) 

菌数/mL 

(103) 

図[Ａ] 

図[B] 

(104) (105) (106) (107) 

(103) (104) 
菌数/mL 

(106) (105) (107) 
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注意注意注意注意：：：：    
培地の用途を考慮し、適切な規制(頻度、菌株数、培養温度、

抗菌薬の選択等)に従って品質管理を実施されることをお勧め

します。 

    
性能性能性能性能    
chromID CPS New (品番43821)、chromID CPS(品番

43541)および他社製発色酵素基質培地を比較しました。 

 

・ E. coliとして鑑別されたコロニーを使用 

43株の大腸菌を用い、異なる酵素反応について検討が行な

われました。 

 

検出感度検出感度検出感度検出感度    

 

 酵素活性 典型的な色を示す 

E. coli  株数 

E. coli  

株数 β-GUR β-GAL 43541 43821 他の培地 

8 - + 0 8 8 

5 + - 3 4 0 

30 + + 30 30 30 

総数 43   33/43 42/43 38/43 

 

chromID CPS New (品番 43821)について、培地中に含ま

れるいくつかの発色酵素基質により、97.7％の株が直接鑑別

されました。 

 

・臨床検体臨床検体臨床検体臨床検体をををを用用用用いたいたいたいた性能評価性能評価性能評価性能評価 

臨床検体を用いた2つの性能評価がフランスとドイツの各1施

設で行なわれました。 

これらの検討の中で、104 CFU/mL以上の検体を臨床的に重

要な検体（6, 11,12）とし、検討に用いました。 

2施設ともに発育支持能、感度、特異度に有意差はみられま

せんでした。また、大腸菌に対する特異度は100％である結

果が得られました。 

 

検討検討検討検討1111（（（（フランスフランスフランスフランス））））    

1087件の尿検体を用い、18-24時間、37℃下で3種類の培地

（chromID CPS New (品番43821)、chromID CPS (品番

43541)および他社製発色酵素基質培地）を用い比較検討さ

れました。 

93.65％の尿検体は防腐剤が添加されていません。 

検討終了時に、臨床的に重要だと思われる229検体を入手し、

解析を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.1 1.1 1.1 1.1 発育支持能発育支持能発育支持能発育支持能    

主な尿路感染症起炎菌の陽性検体数 

菌種あるいは 
菌グループ 

少なくとも一つの培地で

陽性となった尿検体数 
培地ごとの陽性尿検体数 

43821 119 

43541 119 E. coli 119 

他の培地 118 

43821 43 

43541 42 KESC 43 

他の培地 43 

43821 19 

43541 19 Proteeae 19 

他の培地 18 

43821 35 

43541 34 Enterococcus 35 

他の培地 35 

 

1.2 1.2 1.2 1.2 菌数定量菌数定量菌数定量菌数定量    
3 種類の培地において、ほぼ同様の結果が得られました。 
 
1.3 1.3 1.3 1.3 鑑別鑑別鑑別鑑別    

1.3.11.3.11.3.11.3.1    感度感度感度感度    
主な尿路感染症起炎菌の検出感度 
 

感度   
培地 

% 95% 信頼区間 

43821 98.32% [94.06 – 99.8]% 

43541 97.48% [92.81 – 99.48]% E. coli 

他の培地  98.32% [94.06 – 99.8]% 

43821 97.67% [87.71 – 99.94]% 

43541 95.35% [84.19 – 99.43]% KESC 

他の培地 90.70% [77.86 – 97.41]% 

43821 89.47% [66.86 – 98.7]% 

43541 94.74% [73.97 – 99.87]% Proteeae 

他の培地 89.47% [66.86 – 98.7]% 

43821 97.14% [85.08 – 99.93]% 

43541 94.29% [80.84 – 99.3]% Enterococcus 

他の培地 100.00% [90 – 100]% 
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KESCKESCKESCKESCグループグループグループグループ    

Citrobacter陽性3検体を用い、検討した結果、chromID 

CPS New (品番43821)では全て検出されました(感度100％)。

他の発色酵素基質培地では偽陰性株 2株が検出されまし

た。 
    

1.3.21.3.21.3.21.3.2    発色特異度発色特異度発色特異度発色特異度    

229件の尿検体を用い、尿路感染症の主な起炎菌の偽陽性

数を用い特異度を評価しました： 

    

発色特異度発色特異度発色特異度発色特異度：：：：    

特異度 
検体中菌種 培地 偽陽性 

% 
95%  

信頼区間 

43821 0 100% [96.7 - 100]% 

43541 0 100% [96.7 - 100]% E. coli 
他の培地 2 98.18% [93.59 - 99.78]% 

43821 2 98.92% [96.17 - 99.87]% 

43541 1 99.46% [97.04 - 99.99]% KESC 
他の培地 1 99.46% [97.04 - 99.99]% 

43821 1 99.52% [97.38 - 99.99]% 

43541 1 99.52% [97.38 - 99.99]% Proteeae 
他の培地 1 99.52% [97.38 - 99.99]% 

43821 4 97.94% [94.81 - 99.44]% 

43541 3 98.45% [95.55 - 99.68]% Enterococcus 
他の培地 4 97.94% [94.81 - 99.44]% 

    

    

検討検討検討検討2222（（（（ドイツドイツドイツドイツ））））    

523件の尿検体を用い、18-24時間、37℃下で2種類の培地

（chromID CPS New (品番43821)および発色酵素基質培地

（フランスの検討で使用した培地とは異なるもの））を用い比較

検討されました。 

95.41％の尿検体は防腐剤（ホウ酸）が添加されています。 

検討終了時に、臨床的に重要だと思われる212検体（6, 11, 

12）を入手し、解析を実施しました。 

    

2.12.12.12.1発育支持能発育支持能発育支持能発育支持能    

主な尿路感染症起炎菌の陽性検体数    

    

    

    

    

    

2.2 2.2 2.2 2.2 菌数定量菌数定量菌数定量菌数定量    
2 種類の培地において、ほぼ同様の結果が得られました。 

    

2.3 2.3 2.3 2.3 鑑別鑑別鑑別鑑別    

2.3.12.3.12.3.12.3.1    検出感度検出感度検出感度検出感度    

    

感度   
培地 

% 95% 信頼区間 

43821 95,61% [90.06 – 98.56]% 
E. coli 

他の培地 98,25% [93.81 – 99.79]% 

43821 90,00% [73.47 – 97.89]% 
KESC 

他の培地 96,67% [82.78 – 99.92]% 

43821 80,00% [51.91 – 95.67]% 
Proteeae 

他の培地 66,67% [38.38 – 88.18]% 

43821 88.52% [77.78 – 95.26]% 
Enterococcus 

他の培地 96.72% [88.65 – 99.6]% 

    

2.3.22.3.22.3.22.3.2    発色特異度発色特異度発色特異度発色特異度    

212件の検体を用い、尿路感染症の主な起炎菌の偽陽性の

数を用い特異度を評価しました：    

    

留意事項留意事項留意事項留意事項    
• Enterococcus 属以外の菌種において青緑色のコロニーを

形成するものがあります：例）Streptococcus agalactiae, 
またはある種の酵母様真菌(5, 7, 8)。 

• Proteus mirabilis 以外の菌種においてデアミナーゼ反応

陽 性 、 イ ン ド ー ル 試 験 陰 性 を 示 す 場 合 が あ り ま す

（P.penneri および 2～3%の P. vulgaris）。 
• β-グルコシダーゼをもつ Proteus vulgaris のいくつかの

株では緑色コロニーを形成し培地を褐色に着色するあるい

はしない場合があります。 
• Pseudomonas 属で茶色の着色を起こす場合があります。

この場合はオキシダーゼ試験で Proteeae と区別できます。 
• あ る 種 の 酵 母 様 真 菌 、 S. agalactiae お よ び

Staphylococcus 属は発育しない可能性があります。 

• 菌の発育の度合いは微生物各個体の要求性に左右されま

す。そのため特殊な発育条件（基質、温度、培養環境など）

を必要とする株の場合発育しないことがあります。    

菌種あるいは 
菌グループ 

少なくとも一つ 
の培地で陽性と 
なった尿検体数 

培地ごとの陽性尿検体数 

43821 110 
E. coli 114 

他の培地 113 

43821 28 
KESC 30 

他の培地 29 

43821 15 
Proteae 15 

他の培地 15 

43821 54 
Enterococcus 61 

他の培地 59 

特異度 
検体中菌種 培地 偽陽性 

% 
95% confidence 

interval 

43821 0 100.00% [96.31 - 100]% 
E. coli 

他の培地 0 100.00% [96.31 - 100]% 

43821 0 100.00% [97.99 - 100]% 
KESC 

他の培地 0 100.00% [97.99 - 100]% 

43821 1 99.49% [97.2 - 99.99]% 
Proteeae 

他の培地 1 99.49% [97.2 - 99.99]% 

43821 1 99.34% [96,37 - 100]% 
Enterococcus 

他の培地 0 100% [97.59 – 99.98]% 
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廃棄処理廃棄処理廃棄処理廃棄処理    
使用済みもしくは使用していない試薬の廃棄は他の汚染した

廃棄材料と同様、感染性もしくは感染の危険のある製品の取

り扱い方法に従って行って下さい。起こりうる危険を適切に考

慮の上、各検査室の責任の元、廃棄産物や流出物はそれぞ

れの危害毒性や度合いを考慮し、地域の適切な規制に従って

廃棄して下さい。 
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